
犬
と
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
を

結
ん
だ
。
私
の
願
い
は
た
だ
一
つ

で
あ
る
。
「
世
界
が
必
要
と
す
る

岡
山
犬
」
で
あ
る
。
岡
山
犬
は
母

校
で
あ
る
。
母
校
の
発
展
に
寄
与

で
き
る
の
は
卒
業
生
と
し
て
最
大

の
名
誉
で
あ
る
。
独
立
行
政
法
人

の
独
立
と
は
自
己
責
任
で
あ
る
。

責
任
あ
る
と
こ
ろ
に
権
限
有
り
。

世
の
常
識
で
あ
る
。

　
過
去
か
ら
明
日
を
考
え
る
の

か
。
十
年
後
か
ら
明
日
を
考
え
る

の
か
。
過
去
は
確
実
で
あ
る
が
、

未
来
は
不
確
実
で
あ
る
。
決
定
的

な
違
い
で
あ
る
。
未
来
に
お
け
る

岡
山
大
の
機
軸
を
県
、
西
日
本
、

日
本
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
州
、
あ

る
い
は
世
界
の
い
ず
れ
に
置
く
の

か
。
機
軸
に
よ
り
政
略
、
戦
略
、

戦
術
と
す
べ
て
が
変
化
す
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
世
界
を
機
軸
に
置
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ク
に
事
務
所
を
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て
国
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ヽ
る
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国
際
機
関
ヽ
各
国
政
府
ヽ
国
際
Ｎ
　
　
歴
史
に
ヒ
ン
ト
が
あ
る
ｏ
明
治
と
正
式
な
外
交
を
持
っ
て
い
る
ｏ
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y
口
１
力
維
新
を
成
し
遂
げ
た
の
は
薩
長
土
北
朝
鮮
が
国
際
社
会
で
孤
立
し
て

　
８
月
２
日
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
岡
山
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
肥
の
薩
長
で
あ
る
。
薩
長
は
海
外
い
な
い
こ
と
を
知
れ
ば
対
立
軸
の
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人
道
支
援
の
展
開
を
考
え
て
い

る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
国
際
ネ
ッ
ト
ワ

Ｉ
ク
が
岡
山
大
の
明
日
に
お
役

に
立
て
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
石
井
正
弘
県
知
事
に
、
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
と
岡
山
犬
と
の
連
携
協
力

に
関
す
る
協
定
書
調
印
式
で
立

会
入
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
。

県
は
全
国
の
都
道
府
県
に
先
駆

け
て
国
際
貢
献
条
例
を
制
定
し

て
い
る
。
道
州
制
を
視
野
に
入

れ
た
先
見
の
明
で
あ
る
。

　
道
州
の
人
口
は
１
０
０
０
万

と
の
密
貿
易
か
ら
軍
資
金
を
得
て
　
設
定
が
変
わ
る
。
対
処
法
も
異
な

い
た
。
わ
が
国
で
は
歴
代
の
権
力

岡山犬と連携協力

が
御
朱
印
船
方
式
に
よ
り
海

外
と
の
貿
易
の
利
益
を
独
占

し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
明
白

で
あ
る
。
「
平
成
の
維
新
」

は
滋
州
制
に
あ
り
。
県
・
岡

山
大
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
三
者
連

携
が
起
爆
剤
に
な
れ
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

　
　
「
政
治
は
対
立
。
経
済
は

不
均
衡
。
文
化
は
不
条
理
」
。

国
際
社
会
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

～
１
５
０
０
万
人
。
国
際
社
会
で
を
理
解
す
る
た
め
の
３
大
機
軸
で

は
一
国
に
匹
敵
す
る
規
模
で
あ
あ
る
。
イ
ラ
ク
を
合
む
中
東
紛
争

る
。
瀧
州
制
に
は
二
つ
の
目
的
が
を
ド
ル
と
ユ
ー
ロ
の
世
界
基
軸
通

あ
る
。
】
つ
は
国
内
で
の
地
域
特

性
を
生
か
し
た
競
争
で
あ
る
。
も

う
一
つ
は
国
際
社
会
へ
の
直
接
的

発
信
で
あ
る
。
「
知
事
の
外
交
」

の
時
代
が
来
る
。
国
際
貢
献
が
地

貨
の
対
立
と
設
定
す
れ
ば
政
治
の

問
題
に
な
る
。
キ
リ
ス
ト
教
と
イ

ス
ラ
ム
教
の
衝
突
と
考
え
れ
ば
文

化
の
問
題
に
な
る
。

　
日
本
が
国
際
社
会
で
唯
一
外
交

っ
て
く
る
。
死
を
伴
う
可
能
性
の

あ
る
不
法
入
国
は
、
経
済
の
不
均

衡
が
単
に
資
金
や
物
だ
け
で
な

く
、
入
の
移
動
を
も
発
生
さ
せ
て

い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
欧
州

連
合
で
は
、
経
済
の
不
均
衡
に
派

生
す
る
人
道
問
題
（
文
化
）
と
し

て
、
メ
デ
ィ
ア
が
不
法
入
国
者
の

死
を
頻
繁
に
取
り
上
げ
て
い
る
。

　
2
1
世
紀
の
問
題
解
決
方
式
は
ネ

ッ
ト
？
・
－
ク
の
離
合
集
散
に
な

る
。
自
己
完
結
は
破
滅
へ
の
方
程

式
。
自
己
責
任
と
は
自
ら
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
と
、
問
題
解
決

に
必
要
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
協
力

体
制
の
確
立
で
あ
る
。
問
題
解
決

の
た
め
に
苦
労
を
共
に
す
る
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
命

題
で
あ
る
。
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
）

　
　
　
　
　
　
　
＝
題
字
は
筆
者
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